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４ ごみの発生量及び処理量の見込み（将来推計） 

港区のごみ排出量が現状のまま推移し た場合は、 下記に示すと おり です。  

■ 数値目標の推計  

■ ① 区収集ごみ量の推計 

区収集ごみ量は、 区が家庭等から 収集する可燃ごみ、 不燃ごみ、 粗大ごみなど、 区民

の日常生活から 発生するごみの量や、 発生抑制・ 分別の取組状況を 把握する ための基本

的な指標です。  

将来推計では、 現状の分別・ 減量の取組に大き な改善がない場合、 目標値を 上回っ て

推移する 可能性があり ます。 最終目標値と は大き な差があり 、 特に、 可燃ごみの削減は

計画期間中の重要な課題です。  

可燃ごみには、 紙類、 食品ロス、 資源プラ スチッ ク など、 本来減量や資源化が可能な

も のが含まれていると 考えら れます。 今後は、 可燃ごみに混入し ている資源を減ら し 、

食品ロス削減や分別徹底を進めるこ と が必要です。 将来推計を目標値に近づけるために

は、古紙・ 雑がみ、資源プラ スチッ ク などの分別方法を分かり やすく 周知すると と も に、

食品ロス削減や資源回収の拡大、 集積所でのふれあい指導、 集合住宅や転入者への情報

提供を進め、 区収集ごみ量の削減を図る必要があり ます。  
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■ ② 資源化率の推計 

資源化率は、 ごみや資源と し て排出さ れたも ののう ち 、 どれだけが資源と し て再利用

さ れたかを示す指標です。  

将来推計では、 現状の分別状況や資源回収量のままでは、 目標値まで十分に上昇し な

い可能性があり ます。 中間目標・ 最終目標は高い水準に設定さ れており 、 資源化率の向

上には分別徹底と 資源回収量の拡大が不可欠です。 特に、 可燃ごみ中に混入し ている紙

類や資源プラ スチッ ク を資源と し て回収するこ と が重要です。  

区では多様な資源回収の仕組みがあり ますが、 それを 区民が利用し やすく するこ と が

課題です。 今後は、 分かり やすい周知と 回収機会の充実によ り 、 将来推計を 目標値に近

づける必要があり ます。  
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■ ③ 持込ごみ量の推計 

持込ごみ量は、 事業者が清掃工場へ持ち込むごみの量を示す指標です。  

将来推計では、 事業活動や来街者の回復に伴い、 再び増加する可能性があり ます。 中

間目標の水準には近い又は下回る状況がみら れる一方で、 最終目標に向けてはさ ら なる

削減が必要です。 港区はオフ ィ ス、 商業施設、 飲食店、 宿泊施設が多く 、 事業系ごみの

影響を強く 受けます。 今後は、 紙類、 食品廃棄物、 プラ スチッ ク 類の分別・ 資源化を 事

業者に促す必要があり ます。  

将来推計を 目標値に近づけるため、 大規模事業者だけでなく 小規模事業者への周知・

指導も 重要です。  
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■ 取組 標の推計 

■ ① 総排出量の推計 

総排出量は、 人口増加や事業活動、 来街者の動向の影響を 受けやすく 、 将来推計では

大き く 減少し にく い傾向がみら れます。  

一人当たり 排出量の削減が進んだ場合でも 、 区全体の人口や昼間人口が増加すると 、

総量と し ては横ばい又は増加に転じ る可能性があり ます。 特に、 家庭ごみだけでなく 、

事業系ごみの発生抑制が総排出量の抑制に大き く 関わり ます。  

今後は、 紙類、 食品廃棄物、 プラ スチッ ク 類の資源化を進め、 人口や事業活動の増加

による排出量の増加を 抑える必要があり ます。 区民・ 事業者・ 区が連携し 、 将来推計が

目標値を 上回ら ないよう 、 継続的な減量対策を進めるこ と が重要です。  
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■ ② 可燃ごみへの資源混入割合の推計 

可燃ごみへの資源混入割合は、 可燃ごみの中に資源化でき る紙類やプラ スチッ ク 類な

どがどの程度含まれているかを 示す指標です。  

将来推計では、 分別の徹底が進まない場合、 資源混入割合は目標値まで十分に低下し

ない可能性があり ます。  

目標値は段階的に低下する設定と なっ ており 、 可燃ごみに混ざる資源を継続的に減ら

すこ と が求めら れます。 現状の混入割合は目標値に対し て高い水準であり 、 紙類や資源

プラ スチッ ク の分別徹底が大き な課題です。  

資源混入割合が高いまま推移すると 、 可燃ごみ量の削減や資源化率の向上にも 影響し

ます。 今後は、 混入が多い品目を 把握し 、 分かり やすい分別周知と 集合住宅・ 転入者向

けの対策を進める必要があり ます。  

 

 

※ 排出実態調査は３ 年おきに実施し ているため、 実施時の数値を記載 
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■ ③ 食品ロス発生量の推計 

食品ロス発生量は、家庭から 発生する、まだ食べら れる食品の廃棄量を示す指標です。  

将来推計では、 現状の取組だけでは目標の水準まで十分に減少し ない可能性があり ま

す。 特に港区は飲食店、 宿泊施設、 商業施設が多く 、 事業活動や来街者の影響を 受けや

すい地域特性があり ます。  

目標値に近づけるためには、 家庭での買いすぎ防止、 使い切り 、 食べ切り の徹底が必

要です。 事業者においても 、 仕入れ・ 調理量の適正化、 食べ残し 削減、 未利用食品の活

用が求めら れます。  

食品ロス削減は、 可燃ごみ量の削減や温室効果ガス排出量の抑制にも つながる重要な

取組です。  
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■ ④ プラスチック排出量の推計 

プラ スチッ ク 排出量は、 家庭や事業活動から 排出さ れるプラ スチッ ク の量を 示す指標

です。 将来推計では、 使い捨てプラ スチッ ク の使用抑制や分別徹底が進まない場合、 目

標値を上回っ て推移する可能性があり ます。  

港区では早く から プラ スチッ ク 全般を 資源と し て回収し ていますが、 排出量そのも の

の削減が引き 続き 課題です。 目標値に近づけるためには、 マイ バッ グ、 マイ ボト ル、 詰

替え商品の利用など、 発生抑制の取組が重要です。 あわせて、 容器包装プラ スチッ ク や

製品プラ スチッ ク を 正し く 分別し 、 可燃ごみへの混入を 減ら す必要があり ます。  

プラ スチッ ク 排出量の削減は、 資源循環の推進と 温室効果ガス排出量の削減につなが

り ます。  
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■ ⑤ 集団回収による資源回収量の推計 

集団回収による資源回収量は、 町会・ 自治会、 Ｐ Ｔ Ａ 、 マンショ ン 管理組合などが自

主的に回収する資源量を 示す指標です。 将来推計では、 新聞・ 雑誌等の紙類の減少や地

域活動の担い手不足により 、 回収量が伸びにく い傾向が想定さ れます。 目標値に対し て

は、 現状の延長では十分な増加が見込みにく く 、 制度の継続性と 参加し やすさ の向上が

必要です。  

集団回収は、 資源化だけでなく 地域活動や環境美化にも つながる取組です。 今後は、

既存団体への支援を 継続すると と も に、 集合住宅や新たな団体が参加し やすい仕組みを

整える必要があり ます。 地域に根ざし た回収活動を 維持・ 拡大するこ と で、 目標値に近

づけていく こ と が重要です。  

 

 

■ ⑥ 再利用計画書上の再利用率の推計 

再利用計画書上の再利用率は、 大規模事業用建築物等で紙類や厨芥類がどれだけ再利

用さ れているかを 示す指標です。 将来推計では、 現状の取組のままでは、 紙類・ 厨芥類

と も に目標値まで十分に上昇し ない可能性があり ます。 特に紙類は目標値と の差が大き

く 、 オフ ィ ス等での分別徹底が必要です。 厨芥類についても 、 飲食店や宿泊施設等での

食品ロス削減や食品リ サイ ク ルの推進が課題です。  

再利用計画書は提出するだけでなく 、 実際の排出抑制・ 分別・ 再利用行動につなげる

こ と が重要です。 業種や建物規模に応じ た指導・ 助言により 、 将来の再利用率を 目標値

に近づける必要があり ます。  
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■ ⑦ 温室効果ガスの排出量の推計 

温室効果ガスの排出量は、 可燃ごみやプラ スチッ ク の焼却に伴う 二酸化炭素等の排出

量を 示す指標です。 将来推計では、 可燃ごみ量やプラ スチッ ク 排出量、 持込ごみ量が十

分に減ら ない場合、 目標値を 上回っ て推移する可能性があり ます。 目標値に近づけるた

めには、 可燃ごみ削減、 資源プラ スチッ ク の分別徹底、 食品ロス削減を 一体的に進める

必要があり ます。  

ごみ減量と 資源化を脱炭素につながる 行動と し て周知し 、 将来推計を 目標値に近づけ

るこ と が重要です。  
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５ 用語集 

用語 説明 

イ ベント 回収 
区のイ ベント などに合わせて実施する資源回収。 廃食用油、 園芸土、 使用済み

小型家電等を回収する。  

一般廃棄物 
産業廃棄物以外の廃棄物をいう 。 家庭から 出るごみのほか、 事業活動に伴っ て

発生する廃棄物のう ち産業廃棄物に該当し ないも のも 含まれる。  

一般廃棄物処理基本計

画 

廃棄物処理法に基づき、 区市町村が一般廃棄物の発生抑制、 再使用、 再生利

用、 収集運搬、 処理・ 処分等を総合的かつ計画的に進めるために定める基本計

画 

Ｓ Ｄ Ｇ ｓ  
令和 12（ 2030） 年までに達成すべき 、 17 の持続可能な開発目標のこ と  

温室効果ガス 
地表から 放出さ れる熱を吸収し 、 地球温暖化の原因と なる気体。 二酸化炭素、

メ タ ン、 一酸化二窒素などが含まれる。  

仮置場 
災害廃棄物を一時的に集積し 、 分別、 保管、 搬出を行う 場所 

拠点回収 
公共施設等に回収ボッ ク スや回収場所を設け、 使用済み小型家電、 古着、 廃食

用油等を資源と し て回収する方法 

戸別訪問収集 
高齢者や障害者等で構成さ れる、 ごみ出し が困難な世帯を対象に、 玄関先等か

ら ごみを収集する支援サービス 

小型充電式電池 
リ チウムイ オン電池など、 充電し て繰り 返し 使う 小型電池。 火災の原因と なる

おそれがある。  

ごみ処理基本計画 
一般廃棄物処理基本計画のう ち、 ごみの発生抑制、 分別、 収集運搬、 中間処

理、 最終処分等に関する基本的な事項を定める計画 

災害廃棄物 
地震、 風水害等の災害により 発生する廃棄物。 壊れた家具、 家電、 建材、 片付

けごみなどが含まれる。  

再利用計画書 
一定規模以上の建築物等において、 廃棄物の発生抑制や再利用、 資源化の取組

を計画的に進めるために作成・ 提出する書類 

３ ０ ・ １ ０ 運動 
宴会等の開始後 30 分と 終了前 10 分は料理を楽し む時間と するこ と で、 食べ残

し を減ら す取組 

産業廃棄物 
事業活動に伴っ て発生する廃棄物のう ち、 廃棄物処理法で定めら れた燃え殻、

汚泥、 廃プラ スチッ ク 類、 金属く ずなどの廃棄物のこ と  

資源化 
廃棄物や不要物を再び資源と し て利用でき る状態にするこ と  
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資源化率 
排出さ れたごみ・ 資源の総量に対し 、 資源と し て再利用又は再生利用さ れた量

が占める割合 

資源プラ スチッ ク  
資源と し て回収でき るプラ スチッ ク 類のこ と 。 容器包装プラ スチッ ク や製品プ

ラ スチッ ク などプラ マーク がついているも の 

事業系ごみ 
事業活動に伴っ て発生するごみのこ と  

集団回収 
町会・ 自治会、 Ｐ Ｔ Ａ 、 マンショ ン管理組合などの地域団体が、 古紙、 びん、

缶、 布類などを自主的に回収し 、 回収業者に引き渡す取組 

循環型社会 
廃棄物の発生を抑制し 、 発生し た廃棄物については再使用・ 再生利用し 、 天然

資源の消費と 環境負荷をでき る限り 低減する社会のこ と  

循環経済 
資源を効率的・ 循環的に利用し ながら 、 廃棄物の発生を抑え、 製品や素材の価

値をできるだけ長く 保つ経済の考え方 

食品ロス 
まだ食べら れるにも かかわら ず廃棄さ れる食品のこ と  

３ Ｒ  
リ デュ ース（ 発生抑制） 、 リ ユース（ 再使用） 、 リ サイ ク ル（ 再生利用） の３

つの取組の総称 

生活排水処理基本計画 
一般廃棄物処理基本計画のう ち、 し 尿、 浄化槽汚泥及び生活雑排水の処理に関

する基本的な事項を定める計画 

製品プラ スチッ ク  
プラ スチッ ク 素材でできた製品そのも のをいう 。 バケツ、 ハンガー、 文具、 収

納用品が該当する 

ゼロカ ーボンシティ  
2050 年までに二酸化炭素をはじ めと する温室効果ガスの排出量実質ゼロをめ

ざすこ と を表明し た自治体や公共団体のこ と  

食べき り 協力店 
小盛り メ ニュ ーの提供、 持ち帰り への配慮、 食べ残し 削減の呼びかけなど、 食

品ロス削減に取り 組む飲食店のこ と 。 区内には約 300 店の登録店がある。  

脱炭素社会 
温室効果ガスの排出量実質ゼロをめざし 、 エネルギー利用、 産業活動、 暮ら し

方等を見直す社会 

厨芥類 
調理く ず、 食べ残し 、 売れ残り 食品などの生ごみ類のこ と  

Ｄ Ｘ  
先進的なデジタ ル技術を活用し て業務やサービスを変革するこ と  

廃棄物処理法 
正式名称は「 廃棄物の処理及び清掃に関する法律」 。 廃棄物の排出抑制、 適正

な分別・ 保管・ 収集運搬・ 処分、 生活環境の保全等について定めている。  

ピッ ク アッ プ回収 
収集し た不燃ごみや粗大ごみ等の中から 、 金属類や小型家電など資源化でき る

も のを選別し て回収する方法 
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フ ード ド ラ イ ブ 
家庭で余っ ている未利用食品を集め、 食品を必要と する団体や施設等へ提供す

る取組 

未利用食品 
使用さ れないまま廃棄さ れる、 まだ食べら れる状態にある食品のこ と  

持込ごみ 
事業者が自ら 又は一般廃棄物収集運搬業者に委託し て、 清掃工場などの処理施

設へ持ち込む事業系ごみのこ と  

容器包装プラ スチッ ク  
商品を入れたり 包んだり し ているプラ スチッ ク 製の容器や包装。 食品ト レイ 、

袋、 カ ッ プ、 ボト ル類などが該当する 

リ サイ ク ル 
不要になっ たも のを資源と し て回収し 、 原材料や製品と し て再び利用する取組 

リ デュ ース 
ごみの発生や資源の消費そのも のを減ら す取組 

リ ユース 
一度使用し た製品や部品を、 ごみにせず繰り 返し 使用する取組 

 


